








出土遺物解説表（第51図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

7

ま不
A　 13 ．0 底 部 は 丸 底 で 立 ち 上 が る に し た が っ て 器 厚 底 部 外 面 は雑 な へ ラ 磨 き ， そ の 普 通

B　　 4 ．5 を 薄 く し ， 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 との 他 全 体 へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 5 ．2 境 に 明 瞭 を 稜 を 有 し， 直 線 的 に 短 く内 傾 し

て 立 ち上 が る。

い る。 に ぷ い 褐 色

8

隼
A　 1 3 ．3 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 部 と 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ ヂ 整 形 。 底 普 通

B　　 5 ．0 の 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， や や 内 傾 して 短 く 部 内 面 は 横 位 の へ ラ磨 き， 外 面 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 4 ．7 立 ち上 が る 。 は 多 方 向 か らの へ ラ磨 き 調 整 が

施 され て い る 。

に ぷ い橙 色

9

杯
A 1 5 ．7（衡 底 部 は丸 底 で 外 上 方 へ 立 ち 上 が る に し た が 底 部 外 面 はへ ラ削 り後 ， 雑 なへ 普 通

B　　 4 ．8 っ て 器 厚 を薄 く し， 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は ラ 磨 き 調 整 。 休 部 内 外 面 お よ び 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 2 ．3 底 部 と の 境 に 稜 を有 し， 直 線 的 に 内 傾 して 底 部 内 面 に はへ ラ磨 き調 整 が 施 に ぷ い 黄 橙 色

短 く立 ち上 が る 。 さ れ て い る。

1 0

杯
A 13 ．8㈲ 底 部 は 丸 底 で 外 上 方 へ 立 ち上 が る に し た が 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 な へ 良 好 底 部 に へ ラ

B　　 4 ．4 っ て 器 厚 を 薄 く し ， 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は ラ磨 き， 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英 に よ る 浅 い

土　 師 器
C　 1 6 ．1 底 部 との 境 に 明 瞭 を 稜 を 有 し， 直 線 的 に 内 内 面 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ ‘灰 褐 色 「×」 記 号

傾 し て 立 ち上 が る。 て い る 。 有 り。

1 1

士不
A 1 4 ．4（衡 底 由 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 なへ 普 通
B　 3 ．9㈱ の 境 に 稜 を有 し， や や 内 傾 して 立 ち上 が る 。 ラ磨 き ， 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 1 5‾．7㈲ 内 面 に は へ ラ 磨 き 調 整 が 施 され

て い る 。

に ぷ い 黄 橙 色

杯
A 1 7 ．2（彿 や や 大 型 の 杯 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 非 常 に 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 な へ 良 好

1 2 B　 4 ．3㈱ 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と の 境 に 明 ラ磨 き， 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 19 ．4㈲ 瞭 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 内 傾 して 立 ち 上 が

る 。

内 面 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ

て い る。

灰 褐 色

1 3

隼
A 1 3 ．6㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 す る 。体 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　 4 ．6㈱ 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 中 ほ ど で 脹 ら 面 は 雑 なへ ラ 磨 き ， 内 面 に はへ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 1 5 ．2㈲ み を も ち ， 内傾 して 立 ち 上 が る 。 テ磨 き 調 整 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い 黄 褐 色

1 4

塊
A　 1 5 ．2 底 部 は や や 丸 底 状 を里 し， 休 部 は 底 部 か ら 底 部 か ら休 部 外 面 は 多方 向 か ら 不 良

B　　 7 ．0 連 線 的 に 内 攣 し て 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 口 の へ ラ 削 り 。 口 綾 部 外 面 か ら 内 砂 粒 ・長 石 ・

▼一　qkl一
土　 師 器

C　　 6 ．0 綾 部 は 短 く休 部 か ら内 傾 し て 立 ち上 が る 。 面 に か け て へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ

れ て い る 。

石 央 ・礫
に ぷ い 黄 橙 色 （珊
黒 色 （内 ）

1 5

士不
A　 1 6 ．2 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 里 し ， 上 方 に 行 くに し 器 全 体 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 4 ．5 た が っ て 器 厚 を厚 くす る 。 休 部 は 短 く垂 直 れ て い る 。 細砂 ・．長 石 ・石 英

土　 師　 器
C　 16 ．3 に 立 ち上 が る 。 褐 灰 色

ま不
A　 1 4 ．8 歪 みを もつ 杯 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 底 普 通

1 6
B　　 4 ．2 状 を 呈 し， 休 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が っ た 後 ， 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 な へ ラ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 －

土　 師 器
C　 1 4 ．7 口辺 部 でや や 短 く外 反 す る 。 磨 き調 整 が な さ れ ， 内 面 は へ ラ

磨 きが 施 され て い る 。

に ぷ い 黄 橙 色

第16号住居跡（第52図）

本跡は遺跡の中央乳　B2f5を中心に確認され，第14号住居跡の北東1．5m，第18号住居跡の西

1mに位置している。なお，本住居跡は北側で第19号住居跡と重複し，本跡の方が新しい。規模

は3・8×（4・0）mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－280－Wである。壁高は約50cmで第19号住居

跡よりも5cmほど本跡の方が浅く，壁面はほぼ垂直に立ち上がっている。床はやや起伏がみられ

るが，おおむね平坦で，硬く踏み固められている。ピットは6個確認され，Pl～P4が主柱穴と

考えられたが，他の住居跡のように方形に掘られていない点などから主柱穴とは考えられない。

竃西側から検出されたP6は長径60cme短径45cmの楕円形を呈し，深さ34cmで位置的に貯蔵穴では

ないかと思われる。また，南壁下中央部には，第10号住居跡に類似した，直径125cmの「（」形の高
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第52図　第16・19号住居跡実測図
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第53回　第16号住居跡竃実測図

さ13cm，幅30～50cmの土手状高まりが作ら

れ，内部には浅い小ピットが掘られている。

覆土は北からの自然堆積の状態を示し，

上層が黒色，中一下層にかけて黒褐色の色

調で，全体にローム粒子を含み，下層部に

は炭化材が含まれている。

遺物は，竃周辺と南側から，土師器が少

量出土する。半円状に作られたベルト状高

まりの外側床面上から正位の状態で棒形土

器（第54図一8・10）が，竃東側から葉形

土器の破片が床面に貼り付いて出土してい

る。

竃は北西壁中央からやや西側に付設され，長さは80cm・袖幅82cm・焚口部幅32cmで，袖部は黄

灰色の粘土で構築されている。火床は長径28cmの楕円形を呈し，床を3cmほど掘り凹めている。

遺物は焼成部から横位の状態で無形土器（第54図－1）が出土している。

出土遺物解説表（第54図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 痴　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

聾
A 14 ．6㈲ 口綾 部 は 頸 部 か ら 大 き く外 反 し て 立 ち上 が 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

8 2 6 ．8㈱ る。 胴 部 は 底 部 か ら直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち
立　　　　　　 ′又　1　　　　　　 Ⅰ′

外 面 は へ ラ削 り， 内 面 は 横 位 の 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
C　 7 ．0（衡 上 カ っ て 胴 部 最 大 任 に 至 っ た 後 ， 内 側 へ 傾

い て 頸 部 に 至 る。 胴 部 最 大 径 は 中位 に 有 す
る。

梼 ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

2

A 1 4 ．4 （衡 口 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口 綾 部 は 頸 部 か ら 直 口 綾 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 丁 普 通

璽E B l O ，4 ㈱ 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か 寧 な へ ラ ナ デ 整 形 。 胴 部 外 面 は 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
ら脹 ら み を も っ て さ が る 。 へ フ 削 り後 ， 丁 寧 な へ フナ 丁 ，

内 面 全 体 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

れ て い る 。

明 赤 褐 色

3

A 1 8 ．8㈲ ロ 綾 部 の 破 片 で あ る。 口綾 部 は 頸 部 か ら ゆ 器 全 体 は ヘ ラ ナ デ 整 形 が 施 され 普 通

ヨE B　 9 ．3㈱ るや か に 外 反 し て 立 ち 上 が っ た 後 ， 大 き く て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
外 反 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら大 き く脹 ら

み を も っ て 開 き な が ら さ が る 。

橙 色

4

B　 5 ．2㈲ 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 をや や 器 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が 施 普 通

互E

土　 師 器

C　　 7 ．4 薄 く しな が ら 大 き く外 上 方 ↑ 立 ち上 が る 。 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア

堰 色

5

B 1 3 ．6㈲ 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら 大 き く 胴 部 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 ， 外 面 普 通

宝E

土　 師 器

C　　 7 ．0 開 き な が ら立 ち 上 が っ て 胴 部 最 大 径 に 至 る 。 は 磨 滅 の た め 不 明 で あ る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

赤 橙 色

6

B l O ，0㈲ 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 器 外 面磨 滅 の た め 不 明 ， 内 面 剥 普 通

望 C　　 9 ．7 底 部 か らや や 内 轡 傾 向 を も っ て 大 き く外 側 雛 が は げ し い 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
へ 開 き な が ら立 ち 上 が る 。 に ぷ い 橙 色

7

A　 1 4 ．0 高 さ に 対 して ， 横 幅 の 広 い壷 で あ る 。 ロ 緑 器 外 面 全 体 は へ ラ 削 り後 ， 横 位 普 通 外 面 に 煤 付

着五g B　 1 3 ．5 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 のへ ラナ デ 整 形 。 内 面 は へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 l O ．4 底 部 は 大 き い 平 底 で あ り， 胴 部 は 底 部 か わ

や や 内 轡 ぎみに 外 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 後 ，内
野 す る 。 胴 部 最 大 径 は 中 位 よ り下 に 有 す る 。

デ 整 形 が 施 され て い る 。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

－183－
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出土遣物解説表（第54図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

8

士不
A　 1 3 ．6 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る。 休 部 は 底 休 部 外 面 は 横 ナ デ ， 底 部 外 面 は 良 好

B　　 5 ．6 部 と の 境 に 稜 を有 し， は じめ 僅 か こ外 反 し 多 方 向 か らの 丁 寧 な へ ラ削 年整 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 2 ．2 て 立 ち 上 が っ た後 ， 中位 か ら や や 大 き く立 形 ， 内 面 は 全 体 に 横 位 ・放 射 状 橙 色 ㈱

ち 上 が る。 口 辺部 は や や 内 傾 す る 。 の ヘ ラ磨 き 調 整 が 施 さ れ て い る。 明 赤 褐 色 ㈹

隼
A 1 5 ．0 ㈲ 底 部 は 丸 底 で浅 い 皿 状 を里 し， 器 厚 を厚 く 休 部 外 面 は横 ナ デ ， 底 部 外 面 は 良 好 外 面 に 煤 付

9 B　 4 ．8㈱

′

しな が ら 立 ち上 が る 。 休 部 は 底 部 との 境 に 多 方 向 か ら の へ ラ 削 り整 形 ， 内 細 砂 ・長 石 ・石 英 着

土　 師 器 C 1 3 ．2㈲ 明 瞭 な 稜 を 有 し， 外 反 し て 立 ち上 が る。

！

面 全 体 へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て

い る 。 二 次 焼 成 を受 け て い る。

橙 色

10

士不
A　 1 2 ．4 や や 歪 み を 有 す る 杯 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 器 内 外 面 共 に へ ラ磨 き調 整 が 行 普 通 多 少 磨 滅 し
B　　 4 ．2 浅 い 皿 状 を 里 し， 休 部 は 底 部 との 境 に 明 瞭 わ れ て い る が ， 底 部 外 面 は や や 細 砂 ・長 石 ・石 英 て い る が ，

土　 師 器
C　 l l ．8 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち上 が る 。 雑 で あ る 。 橙 色 内 外 面 に朱

塗 りが 認 め

ら れ る 。

11

隼
A　 14 ．2 底 部 は 丸 底 でや や 浅 い 皿 状 を呈 す る。 休 部 器 内 外 面 共 に へ ラ磨 き調 整 が 施 良 好 底 部 外 面 に
B　　 4 ．1 は 底 部 と の 境 に 稜 を有 し， 短 く内 攣 ぎ み に さ れ て い る 。 二 次 焼 成 を 受 け て 細 砂 ・長 石 ・石 英 煤 付 着

土　 師 器
C　 1 4 ．2 立 ち 上 が る 。 い る。 橙 色

12

杯
A 13 ．8㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 外 面 は 横 ナ デ r 底 部 外 面 は 良 好 内 外 面 に 煤
B　　 5 ．4 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し， や や 外 反 し て へ ラ 削 り整 形 ， 内 面 全 体 に は へ 細 砂 ・長 石 ・ 付 着

土　 師 器
C　 l l ．0 長 く立 ち 上 が る 。 ラ磨 き調 整 が 施 され て い る 。 二

次 焼 成 を受 け て い る 。

石 英 ・ス コ リア

橙 色

13 長　 頸 壷
B （13） 1 3 ・1 4 は 同 一 個 体 の 長 頸 壷 と思 わ れ る 。 13 1 3の 日 録 部 内 外 面 お よ び 頸 部 内 良 好

2 ．4㈱ は ロ 綾 部 か ら頸 部 に か け て の 破 片 。 14 は 胴 面 は 横 ナ デ 整 形 ， 頸 部 外 面 は 柄
華こ　　　　　　　　　　　　　 こ立　　　 ユー

細 砂 ・長 石 粒 ・

14 須　 恵 器
B （14） 部 の 破 片 で ， 数 は 不 明 で あ る が 孔 を 有 し て 描 波 状 文 。 14 の 胴 部 上 位 に 柄 に

よ る 刺 突 文 が 連 続 的 に 描 か れ て
石 英 粒

4 ．8㈱ い る 。 い る 。 灰 色

i15！
支　　脚

土　製品

i

！

円筒状に作られている。

i

へラ削り整形が施されているつ
li
普通
砂粒・長石・
完芸’礫 ！ i

第17号住居跡（第55図）

本跡は遺跡の中丸　B2g8を中心に確認され9第15号住居跡の北4m，第18号住居跡の南東4

mに位置している。また，本住居跡は東側で第20号住居跡と重複し，本跡の方が古く，主軸方向

はN－700－Eである。壁高は他の住居跡と比較して浅く，20～25cmで第20号住居よりも10cmほど

浅く構築されている。壁面は垂直に立ち上がっており，床は平坦で硬く踏み固められている。ピッ

トは5個検出され，Pl～P4は直径25～30cmの楕円形を里し，Pl。P3は非常に深く，深さは88～

94cmである。また，竃南側から確認されたP5は，直径80cmの円形を呈し，深さは47cmで，貯蔵穴

に使用されたピットと思われる。

覆土は上層が暗褐色，中層が褐色下層が黒褐色の色調を里し，上層～中層にはローム粒子e

ロームブロックを含み，下層には焼土粒子などが少量含まれ，全体に柔らかく，自然堆積の状態

を示している。

遺物は土師器。須恵器を少量出土する。とくに竃南側の貯蔵穴と壁との臥床面上から横位の

状態で提撤（第57図－8），中央部やや北東床面上から土師器の埠形土器（第57図－5）が出土し

ている。
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A－　21．4m

邑雷

第鯛図　第17号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第57図）

竃は西壁中央部に付設され，第6号土

壌と重複している。竃の長さは10独酌袖

幅91cmの焚口部幅25cmで9　袖部は黄灰色

の粘土で構築され，焚日部前部には凝灰

岩が置かれている。焼成部は壁を67cmの

幅で10cmほど掘り込み9　火床は円形状を

里し，床を深く掘り込んでいる。竃の位

置は他の遺構と比べ異方向に付設され，

また須恵器の提瓶などが出土している点

などを考慮すると，本住居跡は異質のも

のである。

番号 器　　 種 法 量（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

1

婆
A 16 ．0（視 口綾 部の破 片 であ る。 口緑 部は頸 部か らゆ 口綾部 内外面 共に横 ナデ 整形。 普通
B　9 ．4（喝 るや かに外 反 して立 ち上が った後 ，大 き く 胴 部 内外面共 にへ ラナデ 整形。 砂粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
開 く。胴部 は頸部 か ら小 さ く張 り出 しな が

らさが る。
橙 色

2

恵
B 22 ．6（均 壷 形土 器の 胴部 片であ る。胴 部は底 部か ら 胴部 内 外面共 にへ ラナヂ整 形が 普 通

ちぎ や や大 き く外側へ 開 きぎみに立 ち上 って胴 施 され てい る。 紳 砂 ・長 石・石英・

土　 師 器
部 貴大径 に至 っ た後，大 き く内 攣 して立 ち

上 が る。
ス コ リア

にぷい橙 色

3

甑
A 18 ．5（㈲ 口綾部 は頸部 か ら短 く，や や外 反 して立ち 口綾部 内 外面共 に横ナ デ整形 。 普通
B 18 ．3（瑚 上 が る。胴 部 は頸部 か らや や張 り出 した後， 胴部 外面 は縦位 のへ ラ削 り， 内 砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器
C　9 ．8個 ゆ るやか に内傾 す る。 面へ ラナヂ 整形が施 され て いる。橙色

4

小 形 壷
A 13 ．3爛 底部 は丸底 状 を呈 し， 胴部 は底部 か ら連 続 目線部 内外 面共に横 ナデ， 胴部 普通
B　　 9 ．0 的 に外側へ 開 いた後， 内攣 ぎみに 大 きく立 内外面 共にへ ラナデ 整形 であ る 細砂 ・長石 ・石 英

土　師 器
ち上 がって 頸部 に至 る。 日録部 は 頸部か ら が，外 面はやや 雑 なへ ラナ ヂ整 浅黄橙 色
外反 して立 ち上が る。 形 であ る。

5

隼
A　 13 ．3 底部 は丸底 で浅 い皿状 を呈す る。休 部は底 休部 内外 面お よび内 面全銀へ ラ 普 通
B　　 4 ．0 部 との境 に明 瞭 な稜 を有 し， 直線的 にやや 磨 き調整， 底部 外面 は多方 向か 細 砂 ・長石 ・石 英・

土　 師 器 C　 13 ．5 開 いて 立 ち上 が る。 らのへ ラ削 り整 形が施 され てい

る。

ス コリア ・礫

橙 色

6

ま不
A　 13 ．5 底 部は 丸底 で皿状 を呈 し， 休部 は底部 との 休部 内外面 お よび内面全体 はへ 良 好
B　　 4 ．7 境 に稜 を有 し， やや 外反 して立 ち上が る。 ラ磨 き調整 。底部 外面 はへ ラ削 細砂 ・長石 ・石英

土　 師 器 C　 13 ．1 り後， 雑 なへ ラ磨 き調整 が施 さ

れて いる。

橙色

7
杯

A　 14 ．3 底部 は丸底 で浅 い皿状 を呈 す る。 休部 は底 体 部内 外面 および 内面全体へ ラ 普通 内面 にへ ラ
B　　 4．2 部 との境 に稜 を有 し， 直線 的に大 きく問 い 磨 き調 整。底部 外面 は磨滅 がは 砂粒 ・長石 ・石 英 状 工具 に よ

土　師 器 C　 ll．8 て立 ち上が る。 げ しく不 明。 橙 色 る浅 い「×」

記号有 り。

8

提　　 瓶

須 恵 器

A　　 8 ．6 口綾部 は短 く外反 し，端 部 に段 をなす。体 粘 土紐作 りで，休 部 内面に前 ・ 良 好
B　 25 ．9 部 前面 は丸 く脹 らみ を持 つ。休 部背 面の脹 背 面の接合 痕 を残 す。 日録部 内

．－や．．．．．‾
細砂 ・長石 粒 ・長

石

灰色

らみは 少な い。両肩 に釣 状のつ り手 を持つ

が 1 コは欠損 。

外面 は横ナ ァ調 整。つ り手は ナ
デ調 整。休 部背 面は カキ 目調整 。
前面 は軽 い回転へ ラ削 り調整。
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第57回　第17号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡（第58図）

本跡は遺跡の中央部，B2e6・B2e7を中心に確認され，第16号住居跡の東0．5mに位置し，第

19号住居跡と西側で，第21号住居跡と東側で重複している。本住居跡との新旧関係については，

第19号住居跡より新しく，第21号住居跡より古い。規模は長軸4．2m・短軸（4．0）mの隅丸方形

を呈していたと思われ，主軸方向はN－36．50－Wである。壁高は25～30cmで，壁面はゆるやかに
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A－21．4m

第58図　第18・21号住居跡実測図
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外側へ広がりながら立ち上がっている。床は平坦で，硬く踏み固められ，とくに竃前方部が硬い。

ピットは2個確認され，Plは長径68cm・短径46cmの楕円形を呈し，深さは78cmで，貯蔵穴と考え

られる。P2は不明のピットである。

覆土は大きく3層に区分され，上層は黒褐色，中層は黒色，下層は黒褐色の色調を呈し，上層

にはローム粒子が多量，下層にはローム粒子・炭化材が含まれている。レンズ状の自然堆積であ

り，本住居跡は火災に遭遇したものと思われる。

A－21．4m　　　　　　－A，

第59図　第18号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第60図）

遺物は非常に少なく，竃周辺から数個の

土器が一括して出土している。竃西側床面

上から小型無形土器（第60図－1），東側か

ら童形土器（第60図－3・4），南東部から

鱗形土器（第60図－6）が潰れた状態で出

土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ70cm・

袖幅90cIn・焚口部幅40cmで，袖部は黄灰色

の粘土で構築され，焼成部内部には多量の

焼土ブロックが堆積している。焼成部は壁

を109cmの幅で約5cmほど掘り込む。また，

火床は床を4cm掘り凹めて作っている。

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

小 型 婆
A　　 8 ，8 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か らや や 外 ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 lO ．4 側 へ 開 き な が ら立 ち 上 が っ て 胴 部 最 大 径 に 胴 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り． 内 細 砂

土 師 器
C　　 4 ．8 至 っ た 後 ， 内 傾 し て 立 ち 上 が る 。 口綾 部 は

頸 部 か ら短 く外 反 して 開 く。

面 は ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。 に ぷ い 橙 色

2

褒
A 14 ．5（衡 ロ緑 部 の 破 片 で あ る 。 口 緑 部 は 頸 部 か ら短 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 普 通

B　 5 ．8（勒 く外 反 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら や や 張 り 施 さ れ て い る 。 細 砂 ・長 石 ・

石 英 ・雲 母 ・

土 師 器
出 し て さが る 。 ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

3

A　 19 ．8 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 を 口 緑 部 内 外 面 共 に横 ナ デ 。．胴 部 普 通

：弓夏 B　 15 ．8 薄 く し な が ら内 管 して 大 き く開 き な が ら 立 内 外 面 お よ び 底 部 へ ラ ナ デ 整 形 砂 粒 ・瑳 石 り石英

土　 師 器
C　　 7 ．6 ち 上 が る 。 胴 部 最 大 径 を 中 位 よ り上 に 有 す

る 。 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら大 き く外 反 して 開 く。

が 施 さ れ て い る。 明 赤 褐 色 （珊

暗 赤 灰 色 （内）

4

A　 13 ．5 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら大 き く ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

重臣
B　 17 ．3 内 増 し て 立 ち 上 が り， 中 位 で 長 大 に 脹 らむ 。 胴 部 外 面 お よ び 底 部 は へ ラ 削 り 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
C　 7 ．7 （御 口 緑 部 は 頸 部 か ら器 厚 を薄 く し な が ら 外 反 整 形 ， 内 面 へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 石 英 ・ス コ リア

して 立 ち 上 が る 。 れ て い る 。 明 赤 褐 色

5

甑
A 23 ．2 （御 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら外 反 し て 立 ち上 が る。 胴 口綾 部 外 面 は横 ナ デ 整 形 ， 内 面 普 通

B 15 ．7 ㈲ 部 は 頸 部 か ら 中 位 に や や 脹 ら み を も っ て 内 横 ナ デ 整 形 後 ， へ ラ 磨 き 調 整 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
傾 す る 。 胴 部 外 面 は へ ラ削 り， 内 面 へ ラ

ナ デ 整 形 が 鳩 さ れ て い る。

に ぷ い 黄 橙 色

6

甑
A　 18 ．3 ロ 緑 部 は 頸 部 か らや や 外 反 して 立 ち 上 が る 。 ロ緑 部 外 面 は 横 ナ デ 整 形 。 胴 部 普 通

B　 15 ．9 胴 部 は 頸 部 か ら 中 位 に や や 脹 らみ を も っ て 外 面 は へ ラ 削 り謹 ， 雑 な へ ラ ナ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 5 ．6 内傾 す る 。 デ 整 形 ， 内 面 全 体 は へ ラナ デ 整

形 が 施 さ れ て い る 。

に ぷ い橙 色
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第60図　第18号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第60図）

2

〃
ハ
〓
∪

＼＼』＿♂

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

7

甑

土 師 器

B　4．8㈲ 甑の底部片である。底部から直線的に外側 胴部外面はへラ削り，内面はへ 普通
C　　 8 ．0 へ開 きながら立ち上がる。 ラ削 り後，上位へラナデ整形が

施されている。 砂粒・長石 ・石英

灰黄褐色

第19号住居跡（第52図）

本跡は遺跡の中央やや北側，B2e5・B2f5を中心に確認され，第14号住居跡の北東2mに位

置し，南側で第16号住居跡，東側で第18号住居跡と重複している。新旧関係は第16号住居跡より

は古く・第18号住居跡より新しい。規模は長軸5・75m・短軸4・8mの長方形を呈し，主軸方向はN－

280－Wである0壁高は45cmほどで，垂直に立ち上がっている。床は平坦で中央部付近は硬く踏み

固められているが，壁近くはやや柔らかい0ピットは確認することはできなかった。

－191－



覆土は第16号住居跡によって切られているが9　残された土層から9　上層は黒色予　下層は黒褐色

の色調で，北からの自然流入の状態を示している。

遺物は非常に少なく，北壁下および住居跡の西側から少量の遺物を出土したのみである。

竃は北西壁中央部に付設された形跡はあるが，明確に確認することはできなかった。

出土遺物解説表（第61図）

密 器　 種 法量（cm）i　 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

恵 A15．8爛日録部は胴部から器厚を厚くし，外反しな目線部外面はへラ削り，胴部は普通 i

i

笈E

l

B 13 ．2湖

磨 3燭

が ら 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 大 き く張 へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器

＝圭ご

り 出 し て さ が る 。 ＝縁 部 内 面 は 不 明 。 に ぷ い橙 色

壷 彬 土 器 の 口 綾 部 片 と思 わ れ る。 頚 部 か ら 目 線 部 内 外 面 へ ラ磨 き調 整 が 施 良 好

2 巨

i 土 師 器

B　 3 ．6（勒 大 き く外 反 し て 聞 く 。 さ れ て い る。 細 砂 ・長 石 ・石 英

橙 色

ーごと宕
B　 4 ．5（現 壷 形 土 器 の 底 部 片 で あ る 。 底 部 は 平 底 で ，

］
外 面 は磨 滅 の た め 不 明 。 内 面 へ 普 通

貿E

3

土　 師　 器

C　　 8 。3 胴 部 は 底 部 か らや や 内 攣 し て 大 き く外 側 へ

開 い て 立 ち 上 が る 。

ラ ナ ヂ 整 形 が 施 され て い る 。 砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・

ス コ リア

に ぷ い橙 色

第61回　第19号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡（第62図）

本跡は遺跡の中央部，B2f8・B2f9を中心に確認され，第21号住居跡の南1．2mに位置し，南

西部で，第17号住居跡と重複している。本住居跡の方が新しい。規模は長軸6．25m e短軸乱05m

の隅丸方形を呈し9主軸方向はN－340－Wである。壁高は約40cmで，壁面は直線的にやや外側へ

広がりながら立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められ，壁下には幅7－10cm，

深さ4－6cmの浅い溝が周回する。ピットは6個確認され，Pl～P4は長径30～40cmの円形また

は楕円形で，深さは87－106cmと非常に深く掘られ，本住居跡の主柱穴と思われる。また，P5は東

側から確認され，長径80cm・短径65cmの楕円形を呈し，深さは33cmで，貯蔵穴に使用されたもの

と思われる。P6は南側壁下中央部に作られた　h」形の高さ5cm，幅20～35cmの土手状の高まり

をめぐらした施設の内側に掘られ，平面形は直径40cmの不整円形を呈し，深さは21cmである。入

日的施設に利用されたピットと考えられる。
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第62回　第20号住居跡実測図
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覆土は全体にローム粒子・ロームブロック・焼土粒子を含み，色調は上層から下層にかけて黒

褐色を呈し，全体に柔らかい覆土で，自然堆積の状態を示している。

遺物は，ほぼ全体から土師器片少量が出土している。南側覆土中から塔形土器（第65図－1・

4），竃前部から潰れた状態で嚢形土器（第64図－2），中央西側から童形土器（第64図－5）・

P4の西側から鉄製の釘（第65図一12）が出土している。また，Plの西側床面上から大きな炭化

材が出土し，本跡構築の際に使用された柱ではないかと思われる。覆土中には多量の焼土が混入

している点などを考えると，本跡は火災に遭遇したものと思われる。

Å－　21．4m

ヒ二二一二㌢「＝∃

竃は北西壁中央部に付設され，長さ85cm・

袖幅100cm・焚口部幅40cmで，袖部は黄灰色

の粘土で構築され，前部には凝灰岩を直方

体に加工して埋めている。また，焼成部は

壁を125cmの幅で15clnほど掘り込み，火床は

長径45cmの不整楕円形を呈し，床を2cmほ

ど掘り凹めている。焼成部には袖部前部に

＿A，埋められていた凝灰岩と同じものが，円筒

第63図　第20号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第64・65図）

状に加工されて支脚として使用されていた。

遺物は焼成部から無形土器（第64図－4）

のロ綾部が出土している。

番号

6咽

器　　 種 法 皇 （cm ） 話　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

竺E
A　 18 ．7 歪 み の あ る童 形 土 器 で あ る 。 ロ 緑 部 は 頸 部

か ら大 き く外 反 し て 立 ち上 が っ た 後 ， 水 平

ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部

内 外 面 丑 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

普 通

砂 粒 ・長 石 ・

1

土　 師 器

B　 28 ．9

C　 7 ．2（御

に 開 く。 底 部 は 中央 部 が 凹 み ， 桐 鰍 は 底 部

か ら 直 線 的 に 外 上 方 へ 開 い て 胴 部 最 大 径 に
至 っ た 後 ， 直 線 的 に 内 傾 して 立 ち 上 が る。

れ て い る 。 底 部 へ ラナ デ 。 石 英 ・礫

橙 色

2

蛮
A　 18 ．3 ロ細 部 は 頸 部 か らや や 外 反 し た 後 ， 口 辺 部 日録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 2 9 ．9㈲ で 大 き く 外 反 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら 内 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 放 き 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
督 ぎ み に 張 り出 し て 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 後 ，

内 傾 して さ が る 。

れ て い る 。 内 面 に 絵 横 痕 有 り。 に ぷ い堤 色

3

褒
A 2 1 ．5㈲ ロ綾 部 か ら 胴 執 こか け て の 破 片 で あ る 。 ロ 口緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B lO ．1㈲ 緑 部 は 頸 部 か ら 内 管 ぎみ に 立 ち 上 っ た 後 ， 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 砲 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
大 き く外 反 して 開 く。 胴 部 は 頸 部 か らや や

内 伸 して さ が る 。

れ て い る 。 浅 黄 橙 色

4

要
A　 12 ．4 口綾 部 は 頸 部 か ら 僅 か に 外 反 して 短 く立 ち 口綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ． 胴 部 普 通

B　 8 ．3㈲ 上 が る。 胴 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 下 方 へ 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
開 く。 れ て い る 。 橙 色

5

A　 14 ．2 底 部 は 平 底 で ， 胴 鰍 は 底 部 か ら器 厚 を薄 く ロ 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

宣E
B　 14 ．5 し な が ら 内 野 ぎ み に 開 き な が ら立 ち 上 が り，

立　　 奴 一　　　　　　　　 径 を 中 位 に 有

外 面 雑 な へ ラ磨 き調 整 ， 内 面 へ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 5．8 胴 部 最 大 住 に 至 る 。 胴 部 最 大 径　 、 －

し　 球 状 を なす　 ロ 綾 部 は 貌 部 か ら 大 き く

ラ ナ デ 整 形 。 底 部 は へ ラ削 りで に ぷ い 橙 色

外 反 し て 開 く。 あ る 。
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第64図　第20号住居跡出土遺物実測図（1）
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第65図　第20号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遺物解説表（第64・65図）

≡歩5∈＝ 二二

目
＝
日
航
遡

番号 器　　 種 法量 （cln） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 娩 成 ・胎 土 ・色調 備　　 考

6

B lO ．6珊 ロ緑 部 を欠損す る壷 形土 器で あ る。 底部 は 外 面は磨滅 の ため不 明。内面 は 普 通

ち互 C　　 6 ．6 丸底 状 を呈 し，胴 部は底 部か ら連続 的に立 へ ラナデ 整形が施 され てい る。 砂 粒 ・長石 ・石 英

土 師 器
ち上 が り， 球状 をなす。 橙 色

7

褒
A 13 ．叫彿 口緑 部が ほかの蜜 形土器 と異 な る土 器で あ 普 通

B　7 ．瑚 る。 ロ緑部 は頸部 か ら内傾 した後， 口辺都 砂 粒 ・長石 ・石英

土 師 器
で 外反 して立 ち上 が る。 胴部 は頸部 か ら真

下 に下が る。

灰 褐色

8

褒　 ′

土 師 器

B　6 ．欄 底部 の破 片であ る。底部 は平底 で，胴 部 は 底部 へ ラ削 り，胴 部 内外面共 に 普 通

C　　 6 ．5 内轡 ぎみ に外上方 へ立 ち上が る。 へ ラナデ整 形が施 され てい る。 砂粒 ・長石 ・石英

橙 色

9

褒

土 師 器

8　7 ．4（珂 底部 の破 片であ る。底部 は平底 で，胴 部 は 底部 まへ ラ削 り， 胴部 内外面 は 普 通

C　5 ．4（彿 底部 か ら直線的に 外上方へ 立 ち上が る。 へ ラナデ整 形 であ るが， 胴部 外

面下 位にへ ラ削 り整形 が認め ら

れ る。

砂 粒 ・長石 ・石英

灰褐 色

10

甑
A 26 ．頸⑪ ロ緑部 は頸 部か ら大 き く外反 して立 ち上が 口綾部 内外面 共に横ナデ整 形。胴 普 通

B　 2 1 ．0 る。胴 部 は頸部か ら直線 的に 中位 よ り下 ま 部 外面 はへ フ削 り， 円由はへ フ

ナデ整 形が施 され てい るが　 内

砂粒 ・長石 ・石 英・

土 師 器
C　　 8 ．0 で 内偵 した後，大 き く内偵 して さが る． 面 下位 にはへ ラ削 り整形が一 部

認 め られてい る。

ス コリア

にぷい橙 色

11

飯

土 師 器

B 13 油㈲ 甑 形 土器 の胴部片 であ る。胴部 は直線 的 に 胴部 外面 はヘ ラ削 り整 形後，へ 普 通

外上 方へ立 ち上が る。 ラナ デ整形， 内 面はへ ラナデ 整

形が 施 され て いる。

砂粒 ・長石 ・石英・

ス コリア

に ぷい橙 色

65回
坪

A　 12 ．9 底部 ま丸底 でやや深 い皿状 を呈 す る。 休部 休部 外面は横 ナ デ．底部 外面 は 普 通

1
B　　 5 ．7 は底部 との 境に明瞭 な稜 を有 し， 垂直 に立 へ ラ削 り整 形， 内面全体 にはへ 砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器
C　 12 ．6 ち上 がる。 ラ磨 き調整 が施 されて いる。 に ぷい黄橙 色（珊

黒 色（瑚
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